
アナログ意見箱の設置アナログ意見箱の設置

ＳＮＳの発信を工夫しましたＳＮＳの発信を工夫しましたかたるべサロンの開催かたるべサロンの開催

議会ほっとライン議会ほっとライン

委員会トピックス

○定例会の一部の映像の試験配信を継続中！　YouTubeでご視聴いただけます。
配信期間：令和８年９月９日まで
配信内容：令和８年第2回定例会の議案説明、一般質問
視聴方法：右の二次元コードや、以下のＵＲＬからご覧いただけます。
（ＵＲＬ）　・議案説明→https://youtu.be/6V1yJkiDv7U
　　　　　・一般質問→https://youtu.be/Ogsgz9GbRSY

役場１階の意見箱に加えて、
３つの行政区会館
（大和区、徳富区、花月区）
に意見箱を設置しました。
こちらもぜひ
ご利用ください。

議会のＳＮＳ投稿を、思わず見たくなるように
工夫しました。写真やレイアウトを見やすく視
覚的に整えて、あと
から振り返りやすい
形にしています。議
会のことを身近に感
じていただけたら嬉
しいです。

７月18日土曜日にかたるべサロンを開催しまし
た。２名の方に足をお運びいただきました。ご
参加いただきました皆
さま、ありがとうござ
いました。

次の開催日は、
10月17日　土曜日　18時〜19時30分
みらいえ研修室　です。
（第４回目は1月16日に同時刻、同会場で開催
予定です。）

お手元のスマートフォンやパソコンから、24時
間いつでもご意見をお寄せいただけます。
こちらのバーコードを読み取り、アンケート
フォームからご記入ください。

広 報 広 聴 常 任 委 員 会

色々な方法で町民の皆さまの声を聴く活動を行っています！

アナログ意見箱の設置アナログ意見箱の設置

ＳＮＳの発信を工夫しましたＳＮＳの発信を工夫しましたかたるべサロンの開催かたるべサロンの開催

議会ほっとライン議会ほっとライン

議案説明 一般質問
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総 務 民 生 常 任 委 員 会

本町の保健活動の本年度の計画は？

経 済 文 教 常 任 委 員 会

道内３例目、空知初のオーガニックビレッジ宣言

委員会トピックス

二次元コードを読み込むこと で、各種動画の視聴や、ＳＮＳ、インター
ネットの所定のページに、簡 単にアクセスすることができます。

委員会トピックス

報告事項①　「新十津川町の保健活動について」
　令和８年度は、これまでの保健事業を継続しながらも、子育て支援や感染症対策を中心に新たな取り組みが始ま
るとのこと。主な新規事業としては、「こども家庭センターの設置」～妊娠・出産・子育てに関する相談窓口として、
これまでの「子育て世代包括支援センター」を発展させ、母子保健と児童福祉が連携した「こども家庭センター」
を設置する。妊産婦や子育て家庭への切れ目のない支援体制の強化が図られる。「ＲＳウイルス（母子免疫）ワク
チンの定期接種化」～妊婦が接種することで、生まれてくる乳児のＲＳウイルス感染症による重症化を予防する制
度が始まる。「高用量インフルエンザワクチンの導入」～75歳以上の高齢者を対象に、従来より高い免疫効果が期
待される高用量ワクチンが選択できるようになる。「予防接種事務のデジタル化」～国の支援制度を活用し、デジ
タル予診票の導入に向けた準備が進められる。将来的には、予防接種手続きの利便性向上や事務の効率化が期待さ
れる。
　また、健康づくり分野では、これまでの健康ポイント事業を見直し、健康行動の達成状況に応じてポイントや特
典を受けられる制度へと拡充されるとのこと。健診受診や運動習慣の定着など、町民の主体的な健康づくりを後押
しする内容となっていることなどが報告された。

報告事項①　「オーガニックビレッジ宣言の実施について」
　令和８年３月に新十津川町有機農業推進協議会において「新十津川町有機農業実施計画」が策定されたことを受
け、町は、農業者の所得向上の選択肢を広げ、農業の持続可能性を高めることを目指し、令和８年４月30日に「オー
ガニックビレッジ宣言」を実施した。これは、道内３例目、空知管内で初の事例となった。
　オーガニックビレッジ宣言とは、国の「みどりの食料システム戦略（みどり戦略）」に基づき、市町村が地域ぐ
るみで有機農業の生産から消費までを推進することを表明する取り組みである。この宣言を自治体が行うことで、
「みどりの食料システム戦略推進交付金」などの国の補助事業の採択が有利になる、という効果がある。
　また、「環境に配慮した農業に取り組む地域」というイメージを発信することができるため、認知度の向上やブ
ランド力の強化など、当町の農業だけではなく地域の活性化にもよい影響を与えることが期待できるとのこと。
　有機農業の普及、消費拡大に向けた取り組みは、新十津川町有機農業推進協議会が中心となって計画に沿って進
めることにしており、令和８年度は、イベント出店によるＰＲや、先進事例の研修、有機ＪＡＳ認証やみどり認定
取得の支援のほか、自動除草機の実証などを行う予定をしている。事業予算の約800万円は全額国の補助金を活用
している。
　協議会の構成➡新十津川みどり農業研究会、ＪＡピンネ、新十津川町、新十津川農業高校

報告事項②　「国民健康保険税の制度改正について」
　北海道では令和12年度から全道で統一した国民健
康保険税（料）率の導入が予定されており、本町に
おいても段階的に標準保険税率へ移行するため、令
和８年度以降の税率改正案が示された。令和８年度
は、被保険者の負担軽減を図るため国保基金を活用
し、税率を引き下げるとともに、これまで課税して
いた「資産割」を廃止する。
　一方で、令和12年度の保険税率統一に向けて、今
後は段階的な税率引き上げが予定されており、基金
を有効活用しながら急激な負担増を抑制していく考
えが報告された。

報告事項③　「令和７年度地域公共交通の運行状況について」
　乗合ワゴン及びスクールバス混乗便については、通学や
通院、買い物など住民生活を支える交通手段として運行さ
れており、利用者数は路線によって増減が見られたものの、
引き続き多くの住民に利用されている状況が報告された。
また、新十津川農業高校登校便として、令和７年11月から
冬ダイヤ平日のみ運行で新十津川線の増便（8:05滝川駅発）
を実施しており、利用率は70％を超えるとのこと。さらに、
今年度からは運賃改定を実施するとともに、砂川線１便の
増便や運行時刻の見直しを行い、通学や通院など利用者の
利便性向上を図る方針が示された。

報告事項②　「小学校通級指導教室の開設状況につい
て」

　今年度、新たに開設した「通級指導教室」の利用状
況や設備環境について報告があった。
　当初の予定では６月１日からの運用開始を予定して
いたが、体制が整ったため４月27日から運用を開始し
ている。
　開設に当たって、北海道教育委員会から担当教員１
名が配置されているほか、安心して指導が受けられる
環境を整えるため、会場となる教室内に学習スペース
と作業スペースを確保し各スペースに必要な備品をそ
ろえたほか、エアコンを新たに設置したとのことだった。

報告事項③　「令和８年度工事の執行状況について」
　発注が完了した工事5件とその契約金額の報告があっ
たほか、中東情勢の緊迫化が町発注工事へ与えている影
響について報告を求めた。
　受けた影響としては、発注済み工事の舗装うち替えに
必要なアスファルト資材の入手が難しくなり、工事の一
時中止や工期の延長を検討することがあったとのこと。
幸いにも資材確保の目途が立ち、実際には止めることな
く完了することができたとのことだった。
　今後の対応についても、状況の把握に努め、工期内で
の完成に向けて、柔軟に対応していくとのことだった。

　有機農業の普及に向けた取り組みの中には、消費者の理解促進を目的にして、住民の皆さまを対象にした体
験教室の開催も計画されています。せっかくの機会ですので、ぜひ多くの皆さまの参加をお願いいたします。
　また、令和８年２月に公園施設長寿命化計画が策定されました。これをもとに今後10年間で公園設備の修繕
や更新、樹木の間伐や剪定が、計画的に行われていきます。

　今回の委員会では、「令和７年度定住促進事業の実績について」報告があり、住宅購入・建設助成は29件、
補助金総額4,441万円となっています。また、リフォーム助成についても137件、補助金総額2,971万円と多く
の利用があり、住環境整備に一定の効果が見られました。一方で、定住促進施策が移住・定住や子育て世帯の
定着に効果的につながっているか、今年度も継続して注視していきます。

＜Topic＞ ＜Topic＞

常任委員会（５月20日開催）常任委員会（５月21日開催）
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